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i )主幹切断群 (9 例)では， QRS 環は殆んど全部分が原点の前方に偏位し， 1 例以外すべて 8
字回転を示す。最大 QRS ベクトノレは切断前平均十 8.8 0 から切断後は十46.2。と左前方に著しく偏
位する。終末垂は平均十 143.3 0 と右前方に位置する。
ii) 前枝切断群 (4 例)では， QRS 環主部は左方にあり，主幹切断群と異なり前方偏位が著明でな
い。最大 QRS ベクトノレは切断前平均十 5.0 0 から切断後は十 5.2 0 で殆んど変化せず左方にある。回
転方向は時計回転と反時計回転が 2 例ずつである口終末垂は平均十 147.0 0 と右前方に位置する口
iii) 後枝切断群 (6 例)では， QRS 環主部は左ないし左前方にあり，切断前に比し前方に偏位し
ないし，他の 2 群と異なり，切断前後の QRS 環主部の形態が極めて酷似している例が多い。最大
QRS ベクトノレは切断前平均 +8.7 0から切断後は十 1. 1 0 となる。回転方向は全例反時計回転である口








( i )右脚主幹切断群では QRS 環全体が原点の前方に位置し， 8 字回転を示す。(i )右脚前枝切断
群では QRS 環主部は左方にあり終末垂は右前にある。 (iii) 右脚後枝切断群では QRS 環主部は左方









の 3 群に分け， QRS 環の形態の差を比較研究している白すなわち， (i) 右脚主幹切断群では QRS 環
全体が原点の前方に位置し， 8 字国転を示す。 (ii) 右脚前枝切断群では QRS 環主部は左方にあり，
終末垂は右前方にある。 (iii) 右脚後枝切断群では QRS 環主部は左方にあり，原点の後方を通って右




ベクトノレ心電図の QRS 環の相違は，障害部位の差によって生ずることを示唆した点で， ベクトノレ心
電図学上重要な知見を得たものと思われる。
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